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   The purposes of this paper were to identify the roles of, and to discuss the effect of "Fitness" as a 

physical education. The major concepts of "Fitness" were that "the physical exercise fitted in every one 
brings two benefits, one's health and well-beings." "Fitness" as a physical education program have the 
following materials, 1) sport exercise, 2) physical training, 3) life-span developmental theory in sport and 
training science, and 4) feedback system for self-assessment. We want to be that student's autonomy and 

positive attitude for healthy and active life were developing through "Fitness" activities. So that, we have to 
discuss about the possibility of "Fitness" as a physical education.

総 論

戦後のGHQの お仕着せの教育内容の中の体育は、種々の含みをもち、保健体育 として誕生 した

ようですが、見方 によっては、モラ トリアム青年論 とほぼ同じような、そのまま現在にいたった

ともいえるのではないか、小手先の変化で表面的 には理屈のみの先行で内容的には指導者の問題

もあるにせ よ充実 した ものではなく、平均的には、訴えるものの感 じがほとんどない時が流れ特

に大学の体育については、一般教養の一端を、 しか も必修の形で実施 されてはきたものの、内容

の実施ではないように思える。その内容は決 して文化 としての実施ではない、それは 「保健」 と

「体育」 に分裂 した身体教育は、その内容 において、分裂 ・独立は学問としてはよいのかもしれな

いが、「体育」の方は、「教育」 に付随する学問 としてから703と いう分類番号で表現 されてか らま

だ5年 もたっていないので 「体育学」学問として取 り扱いうる感 じが しないのと、そのために しか

歴史的な文化的な教育学的にも、一本化する事 は難 しい。そ こで勝手な理論が当然生 まれてきて

も不思議がない と思えるが、平成9年9月22日 の答 申についての考 え方をあの後変えずに、あの答

申の規定 として発展 させ 「体育」を目指す もの、すべてが、そ うならなければならないとなると、

現状のままでは決 してよくないと思われる。

果た して年月は、重ねたものの、なにがそこに残ったのか、 ビジ ョンも、 目的も目標 もあ りそれ

らを追いかけてきたはずであるが、振 り返るそこには過去の内容の方が教育的であ り、よりす ぐ

れていると思わざるを得ない。

特 に、指導者 においておやで、実践的な内容 を中心 としない横滑 りを起 こしているとしか思 え

一177一



ないのが現実である、現在、文部省が思いつ くままにあたらしい転換 としてえらんだ底辺作 りは、

先進国を自負する日本においては、大変無駄 な時間を過ごして しまったものであるようだ。

要するに保健体育の世界 も大変広! .深いものを持 ったものであるにもかかわ らず真の延びはな

かった様 に思えるので、単なる興味本意で手 をだしたものが、もっともらしく体育 の指導者 を決

め込んで時間をつないできたような例が多す ぎる世界 となって しまったこと自体が、少々の手入

れ学問の領域や身体教育 ・健康教育 としての指導展開がで きるとは思えない。そ こでこれを機 に

自己点検 と同時に トータル的に反省の上 に立つ指導展 開を考えてみるに、体育の指導内容におい

ては、結果 として実践面では、内容をフィットネスの 日本版的な ものにするべ きであるとい うと

ころにた どり着いたのでその内容 と実施についてをまとめてみた。

2003年 を期に教育内容の大改革 ともいえる内容の変革 を図ろうと随時文部省 に答 申が出されそ

れらについての回答的なものが文部省からも出されている現状で大学の体育はいか にあるべ きか

を今年実施 してみたフィットネスについて報告 しその成 り立ちのプロセスを説明したい。

過去 ・現在 ・未来、とすると、 どうなるのか。過去、現在 は、不足があるにせ よ表現 した りす

ることは出来る。例えば100年 前 にローバーは学校での机に座る事は、最 も悪い姿勢であるとし、

それがただ同じ様な状況であ り、その改良も納得 のい く様な科学的な配慮 をした と見 られる様な

ものでな く、直線的なものから曲線的になったとしか云えない。そ してその解決する方法は、運

動することによって対応することが出来る。又それ故に身体教育が必要である事 を発表 している6

このPhysicalEducationの 内容の構築を考え論文 を発表 している訳であるが、その答えは、いまだ

に出ていない。 ささやかな例 も大差ない過去があ り、運動面 に於いて も決定的な将来へ結びつ く

様な結果が出ていない。何故 なのか、これ らは703と いう整理番号の学問が、博士号 はいまだに教

育学の中の体育科学 という様な現実であることが何か基盤 となるかの様で、そ して、同 じ問題と

も思える行 き違いがある様 に思える。いずれにせ よ、1997年9月22日 の答申、2000年8月 の保健体

育審議会の答申に対 して12月 の文部省の基本計画を踏 まえた現場では変革の途中であるにせ よ。

いままでにないス ピー ドと目的に近づ こうとしていることはたしかの様で、その内容 も将来への

基盤となり得 るものであると考えられる。

兼ねてか ら、大学の体育はどうあるべ きかについては多 くの論理が出されているが、その内容

は必ず しも 「的」を射 していたのであろうか。大学の場合は、従来必修 になっていはいたものの

体育につ》・ての実施や内容 については》大学における教育 目標の中に、かかわる言葉 としては、

健全な身体の育成 とあるだけであ とは学校 自体の 目的、 目標、内容で、設置基準 の現教育内容に

ついて前回の教育改革で一層あい まいなものにされ、考えようによっては、内容の充実は各校で

検討すればよいとい うふうにはうたれて、方針の決定 によらないうちに変革が叫ばれた様なもの

で、現在 に至って も平成9年9月 に出された文部省か らの指針 についてスポーツについての解釈

については、一応結論 とい うか、定義的なものが出され納得のい くものに近い状態になったが、

大学の体育については何の答 えも出ていない。(実 施内容や位置づけ)こ の状態ではまたまた、従

来の実施方法や考え方に戻 っても何 ら不思議ないといえるのではないか。又、教育改革的動 きに

はついて行けないのではないかと思 う。 というのも必修で も選択でも実施 しなくてよい。 どれで

も選べ る選択の手法、権利 は、与 えて くれたものの学問の場 として体育が この様な立場 に置かれ

たままで良いのだろうか。活字だけの知徳体 なのか、森総理の言われる体特知であるという言葉
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は世相 を反映 したもっともらしい活字であり内容であるといえると思う。

かかる現状 に於いて、振 り返 ってみると、身長はたしかに延 びた。その他 の変化も外見的 には

あるが、内面的な身体活動の内容や体力については、アメ リカナイズの悪い面の後追いして来て

いるのが現在の体育で、必要最低限の教育手段や科学の力をかい くぐって自己の生活や体力、健

康 を持ち合わせて何 と無 く生活 しているので、これを体育に携わる我々は、黙って見ていられな

い指導欲 を駆 り立てられ、何か対応で きるものはないか とい う検討の結果、単なる能力の増強や

アメ リカ的発送の ミリタリズムへ接近の体力づ くりでな く、ライフス タイルをエ ンジ ョイ出来る

ような、健康 と体力を身に付ける従来出された 「フィッ トネス」の中から抽出 した一つのパター

ンを協力 しなが ら生み出 してみようということになり色 々なデータ集めや従来の実施経験 を生か

した 「フィットネス」の構築 をはかって今年9月 より大学2年 生を対象 に実施を計ってみた。

各論

実施の前段階 として次ぎの様なものを用意 し、学生に配布 した。

フィットネス

=受 講の心得=

文教大学情報学部 体育実技担当 武藤幸男

1,受 講に際しての基本姿勢

(1)「授業概要」を熟読 し、受講に臨むこと。

授業のポイン トは、既 に配布 された授業概要に全て記載 してある。各受講生はこれを熟読

し、本授業に臨んでほしい。

(2)各 授業に対 しては積極的かつ意欲的に参加すること

本授業は15週 実施 し、1単 位認定 となる。各受講生は授業 に全て出席 し、有意義 となる

よう努力 してほ しい。

(3)ス ポーツテス トには、積極的に取 り組むこと。

本授業には、2回 のスポーツテス トが含 まれている。各受講生b別 紙:「 スポーツテス ト

実施要項」 を熟読 し、スポーツテス トに臨むこと。各単一時間内に全ての測定種 目をこなす

には、受講生全員の協力が不可欠となる。迅速 に対応するよう心がけること。

(4)講 義(「 トレーニング科学」 と 「生涯スポーツ論」)に ついて。

本授業 には、2回 の講義(「 トレーニ ング科学」 と 「生涯スポーッ論」)が 含 まれている。

各講義毎に、 レポー ト課題を課す。 レポー トの内容 も成績評価 に考慮す るので、各受講生は

講義に対 して も積極 的に取 り組 むこと。期限内未提出については、成績評価の対象 とはなら

ないので、充分配慮すること。

1.単 位認定について

(1)2/3以 上の出席が必要。

本授業において単位が認定 されるためには、実授業時間数の2/3以 上の出席が必要 となる。

例 えば、11回 の授業実施であれば、2/3以 上出席のためには8回 以上の出席が必要 とな り、
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4回 以上の欠席は単位不認定 となる。

(2)遅 刻の扱いについて

授 業開始10分 まで に遅刻 して きた者 を遅刻扱 い とし、それ以降遅刻 した者 は、例え授

業 に参席 した として も欠席扱 い とす る。 また、遅効 を3回 する と1回 の欠席扱 い となる

ので十分注意する事。

(3)評 価について

本授業は、次の7つ の観点から評価する。

①課題点:50点(各 講義毎 にレポー トを課す。期限内未提出は、無資格 とする。)

② トレーニング評価(ト レーニング 効果をアセスメントしそれをどれ程理解で きているか

を評価する。)

③参加意欲(2/3以 上の出席で単位認定、その他、授業への参加態度を評価する。)

④技術の進歩(各 種 目に含 まれる固有の技術 について、その上達の程度 を評価する。)

⑤協力の程度(授 業運営への協力、受講生間のコ ミュニケーションの程度 を評価する。)

⑥ 楽 しさの程度(楽 しみながらの取 り組みがで きているかを評価する。)

⑦総合的評価(他 の受講生の面倒をみた り、 リーダ ーシッフ.な どを評価する。)

2.実 技実施上の留意点

(1)運 動時の安全確保、危険防止に心掛 けること。

1)服 装には、運動 に適 したジャージ類を着用(ジ ーパンや普段着は不可)。

2)体 育館用のシューズを準備 し、靴には指定された黄色ひもを使用する。

3)メ ガネやコンタクトレンズの使用は原則的には認めない。

4)運 動 には真剣に取 り組み、無理 なプレイはしないこと。

5)や むを得ず怪我 をした場合は、担当教官に報告 し、その指示 に従 うこと。

(2)雨 天時は体育館入ロのホワイ トボー ドに示された指示に従 うこと。

突然の降雨やグラウンド状況の不良な ど、諸々の理由により、当初の授業予定が変更 され

ることがある。その場合、受講生は体育館入口のホワイ トボー ドに示 された指示 に従 うこと。

(3)体 育館更衣室のロッカーを私物化 しないこと。

体育館の更衣室は、本授業の受講生全員の更衣を行 う場 であ り、決 して私物 を放置 しない

こと。私物の放置が発覚 した場合、一掃すると同時に、厳重処分を課す。また、シャワー室

が併設されてあるが、この使用にあたっては、清潔に使用するよう配慮すること。

(4)体 育館での土足使用は厳禁。

土足禁止区域への土足での乗 り上げは、一切認めない。

受講生 は上記(2)の 場合 を想定 し、準備 を怠 らぬこと。

土足禁止区域での土足使用が発覚 した場合は、厳重処分を課す。

また、体育館内での喫煙 も厳禁。

(5)授 業の参加に際 しては、貴重品は持参 しない。

各受講生 は、事前 に自己責任で貴重品の管理 に努めること。

決 して、更衣室に放置 したらい、体育授業へ持ち込んだりしないこと。

やむを得ず貴重品を持参 した場合は、授業開始前に時間に余裕をもって、体育館 内にある

体育教官控室に預けること。その場合、学生証を持参 し、貴重 品の一時預か りを担 当事務官
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(佐藤ひさ子 さん)に 願い出た上で、専用 ロッカーを使用する事になる。ただし、ロッカー使

用 に関する トラブルについては、各 自の責任 をもって対応すること。

以上

【フ ィッ ト.ネス】の実施 に向けての課題

2000/4/1/Tue

1.ス ポーツテス トについて

(1)実 施に必要な器具(現 存するモノと購入品の確認)

①反復横跳び:ラ インテープ

②長座体前屈:測 定機器

③握力:握 力計r

④上体起 こし:特 になし(小 アリーナのタタミを確認)

⑤ハ ンドボール投げ:ハ ンドボールの個数

⑥50m走:ス トップウォッチの数とスター ト方法(ピ ス トル?そ の他?)

⑦立ち幅跳び:簡 易 メジャーの適用

(2)準 備(測 定準備 とアルバイ トの雇用について)

・体育館(大 ア リーナ)

①反復横跳び:(ラ インテープの使用)→ アルバイ ト

②長座体前屈:(器 具の確認→購入)

③握力:(測 定器具の個数を確認)
・体育館(小 アリーナ)

④上体起こし:(格 技用のタタ ミを使用)

・グラウン ド

⑤ハンドボール投げ:(測 定場のライン引 き)→ アルバイ ト

⑥50m走:(ス トップウォッチの数 ・測定場のライン引 き))→ アルバイ ト

⑦立ち幅跳び:(メ ジャー10本 ・測定場のライン引 き)→ アルバイ ト

(3)記 録用紙の作成(→ 豊田が作成 → 諸先生方が確認 を..。)

保管は佐藤 さんに依頼(初 回実施 → 最終時間まで管理)

dataの管理方法を検討

「フィットネス(fitness)」 の概念(各 自に適 した運動実施か ら健康状態 を維持 ・増進 し、 ウェ

ルビーイング(well-being:安 寧 ・幸福感)を 獲得 してい くこと)を 考慮すると、1)ス ポーッ活

動の実施、2)ト レーニ ングの実施、3)生 涯スポーツ論の理解、を授業展開におけるキーポイン

トとし、スポーッテス トの実施 と トレーニ ング論の展開は、その前段階 として捉えることが望 ま

しい。

本授業は、スポーッ活動の実施に加えて、受講生各 自の①体力の現状 を把握(プ レスポーッテ

ス トの実施)、 ② トレーニング理論の理解、③改善ポイントを抽出、④改善ポイントに合致 した ト

レーニング項 目の実施、⑤アセスメントとフィー ドバ ック(ポ ス トスポーツテス トの実施 とレポ

ー ト課題)、 といった一連の トレーニ ング実施展開を授業内容 に含んでいる。 また、⑥生涯スポー
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ツ論では、一生涯を通 じてスポーッ,との関わりを保つ ことの大切さを学び、これを 「生涯スポー

ツ実践」へ向けての足掛か りとしたい。

「福祉 ・医療」 とは、怪我や病気、機能障害などを有する対象 に対 して行われる治療やリハ ビ

リテーシ ョンを含む運動実践を、「健康 ・保健」 とは、健常者 に対 して行われる健康 ・体力の維持

や増進を主眼とした運動実践を、「体育 ・スポーッ」 とは、スポーッ実践の中で正 しく安全な動 き

や楽 しさ体験を獲得することを主眼とした運動実践 を、最後に 「競技スポーツ」 とは、スポーッ

競技者が勝敗 を重視 した極めて高強度の運動実践 を、それぞれ要求される運動領域であるといえ

る。

本授業 「フィッ トネス」が対象とする運動領域は、「健康 ・保健」と 「体育 ・スポーツ」の領域

とする。

従って、本授業が目指 すのは、「各自に適 した運動実施か ら健康状態を維持 ・増進 し、ウェル ビ
ーイング(安 寧 ・幸福感)を 獲得 してい くこと」 に加 えて

、スポーツ活動への積極 的な参加か ら

厂スポーッを楽 しむ姿勢 を育成すること」であるといえる。こういった取 り組みは、生涯スポーッ

の実践へ向けて有意義な足掛か りとなることが期待 される。

本授業の特徴 としては、1)2回(プ レ ・ポス ト)の スポーッテス トの実施 とアセスメン ト、

2)簡 易 トレーニ ングの継続的な実施、3)積 極的参加 によるスポーツ活動、4)2回 の講義実

施(ト レーニング科学 ・生涯スポーッ論)と レポー ト課題の提出、5)最 終 レポー トの提 出とア

セスメ ント、があげられる。

注)本 授業の授業展開の詳細については、別紙(【 フィットネス】の授業展開)を 参照のこと。

フィットネス ・プログラムの取り組み方

1.プ ロ グ ラム を は じめ る前 に

2.筋 肉 に つ い て

3.プ ロ グ ラ ム につ い て

4.運 動の種類

5.プ ロ グ ラ ム の進 め 方

6.目 標 の 設 定

7.運 動実施の時間帯 と頻度
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8.各 レベルでの運動時間

9.効 果の測定

10.テ ス トの 方 法

11.記 録 表

12.オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

授業概要

1.ス ポ ー ッ実 技(1年 次 前 期:1セ メス タ ー ・1単 位)

・授業概要

スポーッ活動への参加は、本来、自主的で、 自律的であることが望 ましい。そういった態度 を

もって本授業 に取 り組むことが、スポーッの楽 しみを体験 してい くことにもつなが ってい く。 ま

た、スポーッとの関わ りを持つことが、、健康で意欲的、協調的な生活 を送るためには不可欠な要

素であることはい うまで もない。

本授業の 目的は、様々な種 目のスポーッを体験することによって、一 生涯 を通 じてスポーッを

楽 しむ姿勢 を養うことにある。

・授 業 計 画

3タ ー ム に 種 目を振 り分 け 、 以 下 の 通 り実 施 す る(た だ し、 若 干 の 変 更 あ り)。

(1)オ リエ ン テ ー シ ョン(受 講 の心 得 と授 業 運 営 の仕 方 につ い て の 説 明)

(2)バ ス ケ ッ トボ ー ル も し くは バ レー ボ ー ル

(3)バ ス ケ ッ トボ ー ル も し くは バ レー ボ ー ル

(4)バ ス ケ ッ トボ ー ル も し くは バ レー ボ ー ル

(5)バ ス ケ ッ トボ ー ル も し くは バ レー ボ ー ル

(6)サ ッカ ー も し くは ソ フ トボ ー ル

(7)サ ッカ ー も し くは ソ フ トボ ー ル

(8)サ ッカ ー も し くは ソ フ トボ ー ル

(9)サ ッカ ー も し くは ソ フ トボ ー ル

(10)硬 式 テ ニ ス

(11)硬 式 テ ニ ス

12)硬 式 テ ニ ス

(13)硬 式 テ ニ ス
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・評価方法

本授業は次のような観点で評価する。

(1)参 加意欲(2/3以 上の出席で受験資格あり。その他、授業への参加態度を20段 階で評価)

(2)技 術の進歩(各 種 目に含 まれる固有の技術 について、その進歩の程度 を20段 階で評価)

(3)協 力の程度(授 業運営への協力、受講生間のコミュニケーションの程度 を20段 階で評価)

(4)楽 しさの程度(楽 しみなが らの取 り組みがで きているかを20段 階で評価)

(5)総 合的評価(他 の受講生の面倒をみた り、 リーダーシップなどを20段 階で評価〉

本授業は出席状況 を重視する。遅刻3回 につ き欠席1回 の扱いとする。評価は100～90点(AA)、

89～80点(A)、79～70点(B)、69～60点(C)、59点 以下(D)、1/3以 上欠席者(F)と する。

・テ キ ス ト

・参 考 書

・受講生へのメッセージ

本授業は、本当の意味での"楽 しい体育"を 目指 しています。そのためには,受講生の皆さんの

協力が欠かせません。しっか りとマナーやルールを守 り、"楽 しい体育"を 実践 しましょう。

【フィットネス】の実施 に向けての課題(そ の2)

1.フ ィッ トネスの授業展開

(1)ム ーブメン ト課題(曲 に合わせて課題遂行)

①各 クラス5班 構成(一 班6名 程度)

②選曲(受 講生に要請 →)

③ ムーブメン ト課題の資料配付(資 料作成 → 木島 ・豊田)

スポーツ種 目に対応 したムーブメン トを選択 ・構成

④所用時間 約5分 程度 → 残 りの時間でスポーッ活動

⑤実施場所(→ 全員体育館?)

2.講 義 について(第3週 と 第8(7)週 に実施予定)

(1)講 義形式 について

・全員一斉 もしくは 各クラスごと → 教室確保の問題

・トレーニング科学は体育館 を使用(班 構成 と課題決定)

(2)「 トレーニング科学」(→ 体育館 を使用)

担当者()

講義内容

・選 曲発表

・ムーブメント課題の選択 ・決定

・トレーニング理論の提示

・レポー ト課題の作成 ・提出
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…詠 磯良藁 拶幾業毒饗1…三

1:.墾1; 9月28日 オ リエ ン テ ー シ ョン

::::、駕 10月5日 . ス ポ ー ツ テ ス ト

…1}・掛 10月12日 トレー ニ ン グ科 学 、

i};i…1::軸祭:i……≧

4鶏 10月26日 実 技

;:・・§:;・: 1豆月2日 実 技
『』⑥ ;

11月9日 実 技

、1譲:』 11月16日 生涯スポーッ論

勤労感謝の日

・:琶 ・ 11月30日 実 技

』:導li・ 12月7日 実 技

・
.憩:ll 12月14日 実 技

』『1壌

. 1月II日 ス ポ ー ツ テ ス ト

.127 1月18日 実技と評価

スポーツテス ト

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横 とび

持久走(男 子1500m、 女子1000m)

50m走

立ち幅 とび

ハ ンドボール投 げ

まとめ

各論部分での活動部分にについては、学生にバ ックミュウジックと、内容の組み立ては、グル

ープ(6人 位)で 決めさせることにしてみた結果は大変よかったように思えた。そして次のスポー.

ツ活動 に入る前の準備運動 をかねた活動 になった。

活動内容の時の感想で楽 しい という声が多かった。一方体育測定 を取 り入れて数字を知 ること

によって学内の統計や全国的数値 をみることによって自己の能力を知ることができるようにした。

従来のスポーッ中心での指導の場合、走の場合は記録が学年の始めより数値が下が り、跳の場合

は、横這いで投では、少々の伸 びがあった。 という結果が出ているが、筋力 については、測定の

実施がで きなかったので、今回の結果が楽 しみである。いずれにせ よ、ライフスタイルの中に取
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り入れ られるような種 目(パ ターン)を 選んだことは、流れの中でもわかるよう生涯体育 を意図

した指導であって2回 の講義(理 論)を 組み込んだのはその意図が十分にあったからである。また、

フィトネス活動結果を高める意味でも確認 と助長を考えてのことであった。

尚、活動行動記録 をさせるとき毎回の効果や感想を書かせることによって後輩への参考 になる

ような配慮を考 えた活動 をさせた。(文 責 武藤)

参考資料

保健体育審議会 生涯 にわたる心 身の健康 の保持増進のための今後の健康 に関す る教 育

及びスポーツの振興のあり方について 答申1998

保健体育審議会 スポーツ振興基本計画のあ り方について

一豊かなスポーッ環境を目指 して一 答申2000

文部省 スポーッ振興基本法2000

(著者:む とう ゆきお、 とよだ の りしげ、す どう よしこ、

文教大学情報学部 受付:平 成12年12月20日)

きじま あきふみ
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